


























































































































































































































































SV（1人）及び ASV（5人）は、委託先市町村、道教委 SSW、各市町村 SSW
からの相談を受け、適切な指導助言を行うとともに、必要な場合には、学校に
おいて研修等を実施。






















































18 愛知 あり：5人 他の SSWの指導的立場。
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19 三重 あり：1人




人）、保育士（1人） 重複あり。SV研修会。1～ 3 年目の SSWへの指導助言…
対象 SSWの配置校にスーパーバイザーが訪問し、日々の校内での活動やケース
会議での発言等について指導助言を行う（1年目…年間 5回、1 回 3 時間 2、3












教育事務所配置 SSWについては、県配置 SVが各 SSWに年 2回指導・支援 市
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12 堺市 あり：1人
SSWの周知を図るための講習講師（講習対象：学校園関係者、関係機関関係者）。
月 1回の SSW連絡会議でのスーパーバイズ（全 SSW、教育委員会担当者参加）、 























2 川越市 あり 研修会の講師 （講演）。事例検討におけるスーパーバイズ。
3 川口市 あり
4 横須賀市 あり：1人
年 2回、他 4人の SSWの拠点校を訪問し、スーパーバイズを実施。 年 3回の
研修（情報交換会）での事例検討会におけるスーパーバイズ。
5 岐阜市 あり





































ルソーシャルワーカーを対象に、2019 年 12 月









































都道府県  48 39（81.3％） 22（45.8％） 17（35.4％）  9（18.8％）
指令指定都市  21 17（81.0％）  9（42.9％）  8（38.1％）  4（19.0％）
中核市  43 19（44.2％）  6（14.0％） 13（30.2％） 24（55.8％）




























① 2016 年度から 2018 年度までの 3年間にお
いて、業務上義務付けられた研修の参加頻度















































0人が 1件（7.1％）、1人～ 5人が 9件（64.3％）、
6 人～ 10 人が 1 件（7.1％）、11 人～ 15 人が 1
件（7.1％）、16 人～ 20 人が 0 件（0％）、21 人
以上が2件（14.3％）であった。スーパーバイザー
の採用状況は 0人が 7件（50.0％）、1人が 6件


















①年齢は 20 代 8 人、30 代 4 人、40 代 11 人、
50代21人、60代以上が30人という結果であり、
50 代、60 代の割合が全体の 68.9％を占めた。
②勤務地（都道府県）は A都道府県が 39 人、
B都道府県が 24 人、C都道府県が 11 人であっ
た。今回の研究調査は比較研究を目的としてい
ないため、分析では扱わなかった。
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拠点校型 41 人、その他 4人であった。
④主たる担当校（学校種）は 2019 年 9 月末
までの間に最も活動を多く行った学校種 1つに
ついて尋ねた。結果は小学校 4 人、中学校が




100 日前後は週 2 日の勤務、200 日前後は週 5
日勤務であることが伺える。







務年数は 1 年目が 12 人（16.2％）、2 ～ 3 年目
が 17 人（23％）、4～ 5 年目が 18 人（24.3％）、
6 ～ 7 年目が 9 人（12.2％）、8 ～ 9 年目が 4 人









行政機関が 12 人（16.2％）、その他が 12 人
（16.2％）、医療機関が 6人（8.1％）、児童福祉





会が 14 人、精神保健福祉士協会が 12 人、その
他関連学会が 8人、大学関連研究会が 5人、そ
の他関連職能団体が 5 人、日本スクールソー





計をかけた結果、年 2回以上が最も多く 49 人
でどの年代においても最も高い割合を占めた。
また、年 1回程度が 5人で、3年に 1 回と答え
た人が 1人だった。しかし、研修がなかったと





度（2016 年度～ 2018 年度）は、同じく年齢と






































支持的 SV ⑰あなたを尊重する 3.35
教育的 SV ⑨あなたに専門的な知識や技術を教えてくれる 3.32
支持的 SV ⑬あなたとコミュニケーションを図る 3.23
支持的 SV ⑯あなたの仕事を認め、励ましを与える 3.14
教育的 SV ⑪あなたがいい仕事をするように色々と助言してくれる 3.11
教育的 SV ⑩あなたが専門家として成長するように促す 3.09
教育的 SV ⑧あなたが問題解決できるように援助する 3.08
支持的 SV ⑱あなたの大変さをねぎらう 3.08
教育的 SV ⑦あなたの業務の仕方を指導してくれる 2.99
支持的 SV ⑮あなたの仕事についてのストレスなどに耳を傾ける 2.92
教育的 SV ⑫会議などの参加を通して、あなたが自信をつけるように指導してくれる 2.66
管理的 SV ⑥あなたが達成感を持っているかどうかに気を配る 2.61
支持的 SV ⑭あなたと職場のスタッフとの管理上のつなぎ役をする 2.57
管理的 SV ⑤あなたが仕事に充実感を持っているかどうかをみてくれる 2.47
管理的 SV ④あなたの仕事の出来具合をよく見てくれる 2.41
管理的 SV ①あなたの仕事の配置換えや仕事の割り当てなどを考える 2.03
管理的 SV ③あなたの業務計画を立てる 1.67
管理的 SV ②書類提出などの指示を出す 1.62












































項目について、20 代と 50 代との間の平均点に
は有意差が確認された。また、「あなたが仕事
に充実感を持っているかどうかを見てくれる」
については 40 代と 50 代、「あなたが問題解決
できるように援助する」については 50 代と 60
代、「あなたが専門家として成長するように促













































































































































































































31 年度概算要求額 1,978 百万円（平成 30 年度予
算額 1,484 百万円）補助率：1/3 について示され、
平成 31 年度にはスクールソーシャルワーカーの
数を中学校区に 1名配置を目指すこと、また貧




ビジョンに関する研究論文は CiNiiでは 9 編























Alfred Kadushin and Daniel Harkness （2014）
Supervision in Social Work, fifth edition, 
Columbia University Press （=2016 福山和女監
修『スーパービジョン イン ソーシャルワーク 
第 5版』中央法規.）
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Abstract
Current Situation of Supervision in School Social Work
Kayo SAWADA, Satsuki MIYACHI, Akira NIHONYANAGI
In this research, we compiled the current status of school social work supervision by using 
the “School Social Worker Activity Practical Examples” report released by the Ministry of 
Education, Culture, Sports, Science and Technology and then conducted questionnaires aimed at 
understanding the circumstances of social workers who are under supervision. As a result, we 
found that while the opportunities to get supervision has increased in quantity, its quality was 
judged on the participants’ evaluation of 3 key aspects of supervision most affected by the social 
workers’ age.
Keyword: School Social Work, Supervision, Aspects of Supervision
